
ノ

い

害

が

見

受

け

ら

れ

ま

す

が

、

こ

れ

ら

は

姉

で

す

。

二

回

阿

れ

も

他

人

の

人

命

を

睡

視

し

他

人

の

[

[

そ

の

苺

の

収

容

人

員

が

人

以

輝

康

で

文

化

的

な

生

活

を

す

る

権

利

を

丁

上

の

と

こ

ろ

は

法

律

で

防

火

管

埋

者

を

威

視

し

た

人

罹

意

識

欠

如

の

行

為

で

あ

[

[

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

に

な

っ

人
権
週
間
を
迎
え
て

二
ら
ま
す
。

[
“
生
か
せ
人
嗅
許
す
る
暴
刀

I
I
.

；
ソ
芍
す
。

j

’
法
務
省
で
は
、
毎
年
十
二
月
四
日
か
[
こ
の
よ
，
な
人
権
侵
害
を
な

v

す
る
·
昨
年
中
ヽ
は
八

O
k
件
の
~
こ
の
防
火
管
理
者
を
中
心
に
万
「
火

岳
十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
・
五
め
に
は
、
竺
互
い
が
生
命
・
身
体
等
□

火
災
が
発
生
し
二
五
人
の
生
命
と
七
億
f

災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
苓
客

：
と
名
付
け
て
、
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り

[
J
尊
重
し
合
い
、
人
権
を
尊
重
し
合
っ
．
二
千
円
余
り
の
財
産
が
失
な
わ
れ
ま
し
i

さ
ん
た
ら
の
協
力
を
得
て
消
火
や
避
雖

9

が

基

本

的

人

櫂

を

尊

重

す

る

気

持

ち

を

二

て

他

人

に

迷

惑

を

か

け

て

は

な

ら

な

い

・

た

。

二

の

訓

練

を

し

て

く

だ

さ

い

。

前
町
長
池
田
萬
千
雄
氏
は
十
一
日
秋
の
叙
勲
に
際
し
、
多
年
に
わ
た
る
~
身
に
つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
念
り
ま
．
と
い
う
気
持
ち
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
り
こ
れ
ら
火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
~
晋
段
は
何
で
も
な
い
こ
と
が
、
火
災

玉

せ

ん

。

，

石

油

、

ガ

ス

、

電

気

関

係

の

も

の

が

増

」

時

に

は

な

か

な

か

で

き

な

い

も

の

で

す

。

自
治
に
対
す
る
功
労
に
よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
~
す
。

方な
苓
有
志
に
よ
る
祝
賀
会
が
十
一
月
二
十
四
日
役
場
階
上
で
開
催
さ
れ
ま
す
°
[
人
権
と
は
「
人
間
が
幸
福
な
生
活
を
~
第
二
十
二
回
「
人
権
週
間
」
を
迎
え
．
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
た
こ
て
の
た
め
に
多
く
の
人
が
焼
死
す
る
場

]
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」
で
あ
り
「
:
る
に
あ
た
り
、
い
ま
一
度
「
人
権
」
と
〕
ば
こ
、
た
き
火
、
こ
ど
も
の
火
遊
び
に
~
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
訓
練

~
苓
集
り
を
煩
し
、
公
聴
会
を
開
い
て
こ
＂
す
べ
て
の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
ご
い
う
こ
と
を
考
え
な
苓
し
目
分
の
権
利
：
よ
る
心
の
が
上
位
を
占
め
、
こ
れ
だ
け
」
に
よ
っ
て
従
業
員
が
適
切
に
苓
客
さ
ん

町
議
会
議
員
の
J
~

]
意
見
を
承
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
要
＂
て
与
え
ら
れ
た
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
を
守
る
と
と
も
に
そ
れ
以
上
に
他
人
の
で
全
体
の
三
割
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
●
を
誘
導
す
る
と
い
っ
た
役
割
を
決
め
て

う
ち
九
四
・
~
苓
き
ま
し
ょ
う
。

i

約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
：
永
久
の
権
利
」
で
あ
り
ま
す
。
；
人
権
を
十
分
に
尊
直
す
る
気
持
ら
を
高

i

ま
た
八

0
六
件
の
火
災
の

定
数
に
つ
い
て

•
こ
の
定
数
間
題
は
直
接
町
民
の
福
祉
~
従
っ
て
、
明
る
＜
住
み
よ
い
社
会
を
ら
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
：
一
筋
ま
で
が
失
火
と
な
っ
て
裳
り
ま
す
。

i
そ
の
ほ
か
、
昨
年
四
月
か
ら
旅
館
や

な
苓
、
人
権
相
談
日
は
十
二
月
九
日
．
こ
と
し
も
火
災
多
発
期
を
迎
え
十
一
二
病
院
な
ど
に
便
用
す
る
カ
ー
テ
ン
は
燃

~
築
く
た
め
に
は
わ
た
し
達
国
民
の
ひ
と

i
ー

，

＇

1

|
ー
町
議
会
よ
り
に
関
係
を
も
つ
重
要
事
項
で
あ
り
ま
ず

十

、

が

苓

互

い

に

他

人

の

人

権

を

．

で

、

松

山

法

務

局

大

洲

支

局

鹿

野

川

出

．

月

二

十

六

日

か

ら

二

月

二

日

ま

で

の

＂

え

に

く

い

布

地

の

も

の

を

使

用

ナ

る

よ

肱
川
町
の
議
会
議
員
の
定
数
は
、
昭
，
た
め
に
ご
意
見
を
参
考
と
し
て
議
会
〔
り
ひ
と
り

ゃ
三
十
四
年
に
、
法
律
に
よ
る
定
数
（
~
で
充
分
審
議
を
尽
す
こ
と
に
な
っ
て
苓
]
尊
重
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ぷ
諏
所
（
登
記
所
）
に
苓
い
て
、
正
午
か
一
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
．
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
苓
り
ま
す
。

：
ら
五
時
布
で
開
設
さ
れ
ま
す
0

i

い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
．
一
般
の
家
庭
で
も
防
炎
カ
ー
テ
ン
を

：
あ
り
ま
す
。

委
下
「
法
定
数
」
と
い
う
）
二
十
二
名
丁
り
ま
す
。

i

と
こ
る
で
、
本
年
の
人
権
週
間
は
‘
[
多
数
御
利
用
下
さ
い
。
こ
円
し
た
。
こ
の
運
動
の
統
一
標
語
は

f
•

使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す

の
と
こ
る
、
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
町
＂
意
見

｀
~
『
あ
ぷ
な
い
、
消
し
忘
れ
切
り
忘
れ
』
[
こ
の
よ
う
に
、
今
年
の
秋
の
火
災
予

の
条
例
を
も
っ
て
四
人
を
減
じ
、
十
八
十
六
名
が
適
当
で
あ
る
。
五
名
・
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
パ
リ
の
第
~

[
切
運
動
は
ま
す
ま
す
自
分
の
家
の
火
災

名
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
苓
り
ま
す
。
~
理
由
~
三
回
国
際
連
合
総
会
で

r

世
界
人
権
宣
~
二
で
す
。

1

]

に
対
す
る
安
全
性
を
確
か
め
る
こ
と
か

~
実
施
事
項
と
し
て
は
、

明
年
四
月
に
行
な
わ
れ
る
、
町
議
会
•
0
民
主
々
義
の
原
則
と
自
由
立
候
補
二
言
が
な
さ
れ
て
以
来
二
十
二
周
年
を
迎
．
寧
＞
＠

第
一
に
わ
が
家
の
防
火
総
点
検
と
な
っ
．
ら
始
め
、
い
ま
わ
し
い
火
災
の
な
い
街

試
員
選
挙
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
本
年
~
制
の
関
係
で
多
い
方
が
艮
い
o
i

え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
に
社
会
ょ
つ
い
て
い
ま
す
か
／

I
U
1
 

i

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

：
て
苓
り
ま
す
。

十
六
名
で
人
ロ
一
人
当
り
二
八
七
~
の
秩
序
を
破
壊
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
い

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
の
結
果
人
口
は
~
゜

四
、
五
八
八
人
と
な
り
、
こ
れ
を
基
本
ぃ
名
と
な
る
。
こ
泰
力
事
件
が
数
多
く
起
き
て
い
る
こ
と
~
本
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
は
、
電
気

4

各
家
庭
で
は
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
プ
な
ど
"

県
森
連
し
い
た
け

と
す
れ
ば
、
法
定
数
は
人
口
二
、0
0

ぃ

0

人
口
は
波
少
し
て
も
、
戸
数
は
墨
は
、
人
権
擁
緩
の
立
場
か
ら
ま
こ
と
に
．
用
品
取
締
法
の
改
正
に
よ
り
新
し
く
追
丁
火
を
使
用
す
る
器
具
の
安
全
性
を
確
か
~

0
人
以
上
、
、
五
、00
0
人
未
満
が
+
[
少
し
て
い
な
い
。
；
憂
う
ぺ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ぶ
叫
さ
れ
た
電
気
用
品
に
も
、
宙
＞
ま
た
：
め
、
正
し
い
便
い
方
を
知
り
、
ま
た
、
•

六
名
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
然
し
、

j

0
少
数
精
鋭
主
義
に
も
問
題
が
あ
る
5

わ
た
し
達
の
身
体
、
生
命
に
関
す
る
．
は
〶
の
表
示
が
な
け
れ
ば
、
販
売
し
二
慄
用
す
る
場
所
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
拿
口
叩
臨

m
今
全
開1
1

こ
の
法
定
数
の
基
本
で
あ
る
、
国
勢
調
~
0

民
意
の
反
映
に
は
多
い
方
が
良
い
ふ
権
利
は
、
基
本
的
人
権
が
奪
わ
れ
た
り
：
た
り
エ
畢
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
丁
も
の
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
[

＂
愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
で
は
十
一
月

六
名
二
損
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
；
ヽ
な
り
ま
し
た
の
で
こ
注
意
下
さ
い
。
二
弟
二
番
目
に
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

査
の
人
口
は
国
が
公
表
を
し
た
も
の
~
十
四
名
で
良
い

：
り
ま
せ
ん
。
~
現
在
、
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
用
品
{
と
寝
た
ば
こ
の
防
止
で
す

o

丁
丁
六
日
松
山
共
敗
所
に
於
て
椎
茸
市
売

に
よ
る
た
め
明
年
四
月
の
選
挙
告
示
迄
i

理
由

し
か
し
勺
現
実
に
は
街
や
村
で
交
通
こ
は
｀
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
霞
気
用
品
取
~
た
ば
こ
は
本
県
で
も
出
火
原
因
の
第
一
＂
開
始
十
周
年
を
記
念
し
て
箱
単
位
の
品

に
公
表
が
あ
れ
ば
必
然
的
に
十
六
名
と

~
0

将
来
も
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
~
」

事

故

や

体

罰

・

集

団

リ

ン

チ

等

の

色

々

二

細

法

の

対

象

に

な

っ

て

い

ま

す

。

二

位

を

占

め

て

い

ま

す

。

」

評

会

を

開

催

し

た

が

極

め

て

盛

況

あ

な
り
、
公
表
が
寂
く
れ
る
場
合
は
、
当
~
予
想
せ
ら
れ
る
。

五
暴
力
が
行
な
わ
れ
連
日
の
よ
う
に
ラ
~
も
し
宙
＞
ま
た
は
〶
の
表
示
の
な
~
た
は
こ
を
た
し
な
む
人
の
い
る
家
庭
で

i
っ
た
。

の
条
例
に
よ
る
十
八
名
と
な
る
訳
で
~
鬱
少
数
精
鋭
主
義
で
艮
い
。

。
こ
の
た
め
に
町
議
会
に
寂
い
て
も
[
O

他
町
村
の
状
況
よ
り
見
て
艮
い
。
~
ジ
オ
。
テ
レ
ピ
•
新
聞
を
に
ぎ
わ
し
、
／
い
も
の
を
販
売
し
た
り
、
工
事
に
使
用

iは
、
契
姪
す
る
と
こ
る
を
成
め
て
、
灰
~
当
組
合
関
係
の
入
賞
者
は
次
の

0

判
ら
な
い
が
十
囮
名
で
艮
い
二
泰
力
行
為
が
未
だ
に
跡
を
絶
た
な
い
実
丁
し
た
場
合
は
、
取
締
法
に
よ
っ
て
罰
則
~
皿
は
安
定
し
た
深
目
の
も
の
を
選
び
、
＂
で
あ
る
。

例
の
改
正
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
＂

問

題

と

な

っ

て

苓

り

ま

す

。

う

。

扁

で

あ

り

ま

す

。

：

を

う

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

か

ら

、

ご

：

そ

の

中

に

水

を

入

れ

て

姦

く

よ

う

に

し

[

―

―

―

[
[
-
`
｀
あ
る
の
で
、
大
ぃ
●

□
｀
口
[
〗
[
さ
い
誓
墨
旧

Y伊
．
瘤
『
咀
'
[
口
〗
[
[
口
旦
〗
[

池
田
萬
千
雄

oo 喜
に
勲

章 発行
肱川 町

6ー

（
以
上
）

全
国
火
災

防

谷
田
和

気

豊

西
本
源
格

浚
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21日

に

い

て

紹
規
則
の

愛
媛

交
通
災

，ヽ

“
口
噂
だ
よ
り
凰
冒
叩

＂
週
辺
と
、
岩
谷
地
区
（
サ
ガ
ヤ
）
と
中
・
採
の
関
係
は
大
体
次
の
よ
~
ち
、
自
己
負
担
額
相
当
を
公
費
補
助
す
．

二
津
全
地
区
と
新
し
く
宇
和
川
地
区
の
一
~
う
に
考
え
ま
す
。
＂
る
こ
と
に
よ
り
、
盲
老
人
の
福
祉
の
向
~

」
部
が
休
猟
区
に
な
り
計
三
ケ
所
の
禁
猟
~
秋
伐
ー
秋
植
：
。
最
良
：
上
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
・

゜

]

区

が

出

来

た

わ

け

で

す

か

ら

庄

意

下

さ

[

秋

伐

ー

冬

植

:

ゃ

ゃ

艮

」

ゐ

~
町
内
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
十
一
月
一
-
ぃ
゜
~
秋
伐
ー
春
植
：
艮
．

o

支
給
対
象
者
l

原
則
と
し
て
同
居
の
~

[
日
よ
り
狩
猟
が
開
禁
に
な
り
肱
川
町
内
[
な
苓
狩
猟
者
は
町
内
の
方
ぱ
か
り
と
~
冬
伐1
冬
植
:
ゃ
ゃ
不
良
生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
さ
れ
て
~

~
町
内
穀
物
調
整
者
の

＂
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
六
十
五
才
以

~
冬
伐
ー
春
植

．． 

可

i

j

こ
の
制
度
は
、
交
通
災
の
増
加
に
-
だ
け
で
も
百
数
十
人
が
免
許
を
も
ら
っ
二
視
り
ま
せ
ん
。

]
上
の
者
で
、
老
人
性
臼
内
障
に
罹
患
丁
年
、
調
整
料
途
の
協
定
を

＂
他
町
村
の
方
も
相
当
来
ら
れ
ま
す
の

i

春
伐
ー
春
植
；
不
良

と
も
な
い
交
通
安
全
対
策
と
あ
い
ま
っ
~
て
猟
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

よ
う
に
こ
の
狩
]
\
，
も
し
休
猟
地
区
等
に
て
違
反
行
為~
3

植
菌
の
方
法
＂
し
開
眼
手
術
の
可
能
な
者
~
ま
す
が
、
今
年
も
そ
の
会

て
、
そ
の
福
祉
対
策
と
し
て
生
活
の
中
i

と
こ
る
で
、
毎
年
の

．
を
見
ら
れ
た
と
き
は
、
警
察
か
鳥
獣
保
[
種
菌
の
性
質
に

4巳
芭
縦
に
や
ゃ
遠
~
o

支
給
基
準
ー
経
費
の
範
囲
は
｀
老
人
二
励
定
科
金
を
次
の
よ
ぅ
決
ま
し
たo

心
で
あ
る
父
ま
た
は
母
等
が
交
通
災
害
[
猟
時
期
に
な
り
ま
す
と
事
故
が
多

v発
．

.
＜
横
に
近
く
、
植
穴
は
十
分
に
あ
．
性
白
内
障
の
手
術
に
か
か
る
術
前
校
~
も
み
す
り
一
俵
当
た
り
‘

で
死
亡
し
、
ま
た
は
廃
疾
の
状
態
と
な
~
生
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
充
分
注
意
を
]
議
員
へ
連
絡
下
さ
い
。

（
鳥
獣
保
議
員
~
け
て
基
本
的
な
植
込
み
を
行
な
っ

4
査
科
、
診
療
費
、
特
殊
眼
鏡
（
術
後
~
二
―

0
円

っ
た
当
該
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
~
し
て
下
さ
い
。

中
居
喜
代
光
)
[
て
下
さ
い
。
尚
順
次
雑
蕗
の
増
加
}
装
用
の
眼
鏡
又
は
コ
ン
ク
ク
ト
レ
ン
i

も
み
お
と
し
一
俵
当
た
り

・
ま
た
狩
猟
者
の
方
に
は
今
年
も
楽
し
~

め
、
そ
の
保
護
者
に
愛
媛
県
が
交
通
災
~

一
七

0
円

も
考
え
ら
れ
る
の
で
や
や
植
穴
を
[
布
ス
）
代r
付
添
看
藤
料
及
び
移
送
費
~

害
遺
児
福
祉
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
]
.
＜
猟
を
又
事
故
の
な
い
猟
を
読
け
て
下
．

誓
ま
す
。
；
さ
る
よ
う
姦
願
い
い
た
し
ま
す
。
~
し
い
た
け
増
産
の
[
?
す
る
方
が
合
理
的
で
す
。
；
詳
細
に
つ
い
て
は
、
民
課
に
苓
竺
む
ぎ
油
と
し
一
俵
当
た
り

二
三

0
円

）
三
一
、
仮
伏
：
植
菌
後
は
す
ぐ
に
仮
伏
せ
•
ず
ね
下
さ
い
。

°
遺
児
と
は
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
り
御
承
知
の
よ
う
に
先
日
東
宇
和
郡
に
[

・・`，
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童
を
い
う
0

!
て
起
き
ま
し
た
事
故
は
昨
年
大
洲
市
平
~
か
ん
ど
こ
ろ
2
~

し
菌
の
活
着
伸
長
を
は
か
り
ま
す
。
[
•
り
不
〇
中
飯
0
0
～
く
で
。

。

円

円

円

な
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円

前

0

0

0

強

物

円

‘、,`‘

8
 

3
 

0

0

0

と

ら

比

0

円

，

6

0

は

下

。

0

手
当
の
額
、
予
算
の
範
囲
内
に
苓
い

i

野
で
起
き
た
事
故
と
同
様
に
檜
の
実
を
~
~
特
に
秋
植
：
冬
植
の
分
は
枝
葉
な
ど
~

2
 

9
.
1
 

[
取
る
最
中
、
鳥
と
ま
ら
が
え
ら
れ
た
事
~
原
木
の
適
期
伐
採
を
実
行
さ
れ
た
こ
~
で
十
分
な
覆
い
を
行
な
い
日
当
り
の
~
6
4
2
的
か
回
0
0
~
2
1
0
コ

'
.
h.. 

o
 

て
遺
児
一
人
に
つ
き
月
額
千
円

9

5

0

定

調

前

5

0

0

形

2
ン
上
2
1。

3

L

3

繹
飼
只
バ

5

5
竺
贋

9
以
～

き
：
と
と
思
い
ま
す
が
遅
れ
て
い
る
方
は
少
~
艮
い
場
所
で
保
設
し
寒
害
を
防
ぐ
こ
．

0

支
払
期
日
、
手
当
は
、
毎
年
三
月
r

[

故
ら
し
く
気
の
毒
な
事
で
す
。
は
っ
・

円
。

~
り
と
見
き
わ
め
て
発
砲
す
る
よ
う
心
が
．
し
で
も
早
く
伐
採
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
~
と
が
大
切
で
す
。

七
月
及
び
十
一
月
の
三
期

値

作

消

伝

ウ

葉

レ

，

0

0

9

均

況

不

て

手

大

字

、

心

0

0

1

麗
適
期
伐
採
を
さ
れ
た
方
は
順
次
作
業

[

L

期
間

0

す
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
~
け
て
下
さ
い
。

ノ

方
は
、
昭
和
四
六
年
二
月
二
八
日
ま
．
次
に
今
年
よ
り
三
ケ
年
間
宇
和
川
地
．
を
進
め
て
下
さ
い
。

i

イ
、
秋
植
冬
植
は
植
菌
後
か
ら
翌
2

平

概

子

え

も

高

，

中

4

9

ら

秋

加

足

円

心

円

2
1
2
す

ヽ

4
 

で
に
申
請
を
し
た
と
き
は
昭
和
四
二
区
栗
太
郎
よ
り
中
居
谷
線
道
路
ぞ
い
京
[
-
、
玉
切
時
期
の
判
定
ー
次
の
三
点
を
-
春
三
月
頃
ま
で

仄

~
ロ
、
春
植
は
植
菌
後
一

0
日
か
ら
＂

五
年
一

0
月
分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
i

の
森
を
中
心
に
五
十
崎
町
を
む
す
ん
で
＂
考
え
合
せ
玉
切
を
行
な
い
ま
す
。

た
。

~
L

細
い
枝
を
折
り
内
皮
に
添
っ
セ
~
―
―
1
0日
位
で
菌
の
活
着
す
る
~

：
狩
猟
休
猟
地
区
に
な
り
ま
し

れ
ま
す
。
＇

な
定
ダ
ム
週
辺
も
四
十
五
年
よ
り
十
~
黒
い
輪
が
か
か
り
ク
ン
ニ
ン
が
固
~
間

0

申
請
用
紙
等
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
＂

た
°
[
定
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
ぺ
る
。

~
2

高
さ

。
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
民
~
ケ
年
保
護
区
と
し
て
延
期
さ
れ
ま
し公

元
口
の
ヒ
ピ
割
れ
が
直
径
の
入
~
低
い
方
が
艮
い
が
場
所
の
問
題
も
~

課
に
姦
た
ず
ね
下
さ
い
。

i

そ
れ
で
現
在
肱
川
町
内
に
は
、
メ
ム
~

I

．
心
割
程
度
で
あ
る
こ
と
。
＂
あ
る
の
で
一

f
-
0糎
か
ら
五
0
糎
位
~

会

ヽ
~

）

場

議

ぃ
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気
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日
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ら

曇

．
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[
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さ

と

じ

ま

す
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＇

札

旬

）

校
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式

°

学

）

協

・

)
＼
）
入
1
.
5
,
)

。
~
＇
の
日
数
を
引
い
て
二
五
日
が
ら
三

i
＆
方
法

孝

学

成

⑪

l
J
o
役

係

~
ィ
、
薪
積
・
土
高
く
な
る
の
で
管
理

i

1

)
円

o

l

J

)

4

落

｀

l
＾

谷

⑬

（

関

．

0
日
位
た
っ
て
い
る
。
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二
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菌
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場
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⑬
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事
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役
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工
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会

学
役
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～

3
0
)

（

~
L

種
菌
の
選
定
：
•
他
の
作
目
の
労
[
林
業
改
均
指
禅
負

i

谷

会

工

（

（

町

工

0

康

商

集

1
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議

設

（
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⑬

健

り

（

り

栄

卜

』

（
町
建
射
事
ー
児

3

設

3

共
日
（
（
一
・
会
丁
ふ
」
働
と
競
合
じ
な
い
よ
う
に
春
出
と
~
＼

イ
委
、

li"ft秋
出

の

割

合

を

決

め

ま

方

尚

春

・

斐

ヤ

八

袢

内

障

t

手
術
費
[

療

例

館

）

注

工

笠

貝

診

定

民

場

防

築

(
3
[
”
麟

玉

悶

麟

科
回
公
役
予
新

0

談
康
0

川
故
康
＾
務
~
出
と
秋
出
の
割
合
は
基
本
的
に
春
ぃ

ク
会
~
を
多
く
す
る
方
が
有
利
と
考
え
ま
[
支
給
軍
に
っ
ぃ
て
[

3
相
健
3
野
事
健

l

総
~

3' 

歯

0
町

（

病

館

児
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誤
[

回
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川

行

犬

民

幼

ー

政

人

ー

鹿

通

人

ン

巡
第
肱
執
狂
公
乳
（
行
老
（
下
交
老
＼
す
（
輸
出
伸
長
・
干
害
少
尊
価
格
~

~
こ
の
事
業
老
人
性
臼
内
障
で
開
．

日
日
~
．
安
定
）t

3
6
[
2
止
憚
菌
の
時
期
・
・
玉
切
彼
は
早
速
五
眼
手
術
が
可
あ
る
老
人
に
対
し
、
~

2

2
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肱川

＇ 月日

すぎ

向声1100 
m i 8上 '64 6 8 

12111 601110 

加 |1611! 63!103 
30111 681125 

加 I7下 63I 63 
8上 55 5 8 

m 11 a" I i1 I 1 45 
1611 l 621126 

加 17 下 42I 42 
8上 20 25 

ml.16. II.32 I 40 
30 II I 5 4 l 5 8 

10 加 1a上 15I 2 o 
6.0 抗 13上 79I 165 
6叫辻足場 1叫Cつき 65円~110円

本は，肱川町内の自動車土場の価格です。（

故に、運賃や市場手数料など差引いたものです。
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松箱
2.1 m 

1 4虚上

, 2 9円～ 32円

り）

昭和45年 11月28日市

まっl その他
松パルプ材

1.5切～2.1m 

6豆
;lj 2 4円30
54 

雑パ）レプ材

1. 5 m~ 2. 1訊
末口 6⑩上
40 l 1 9円 20銭

材

1錢

2癒

3 ヽ

高准直

1 1月8日
8 2 2 

1 0, 4 0 0 kg 

今
年
の
穀
物
調
整
料
金

が
決

り

し

た



昭和 45年 1 2 、̀
l

肱川町学校給食七ンクー

日 ノく ン ． 生 乳 の食品 の食 いみぷどんりの食品 熱たんばく量質
遥

曜 。しぽう たんば か ・ピクミン g 

日 献 立 名 働く力や体温になる 血や肉や骨になる 体を調子よくする 小学 中 学

1 すきやき風煮 じゃがいも 油こんにゃ 牛肉厚あげ にんじん 白菜 726 9 2 0 
火 こんにゃく さとう 2 6.4 3 1薫6

孟苓ひたし ごま 油さとう
花かかまぼつ て油んあげぷら にんじん 白菜 もやし 639 8 1 2 

ホイップクリーム キャベッ 2 6.0 3 3.2 

3 厚あげ 煮 油さとう き因 ち わ厚 にんじん臼菜 6 8 8 8 8 0 
木 グリンビース 29噌0 3 7.9 

4 カレーシチュー じゃがいも 油マカロニ 脱脂粉乳 にんじんたまねぎねぎ 7 4 0 9 2 4 
金 ぷどうパン レーズン' 2 3.8 3 0. 7 

7 焼きそば 中革そば油 豚肉 ちくわ にんじんたまねぎ 8 0 5 1.0 3 0 
月 キャベッねぎ 2 6. 0 3 4. 0 

8 ぜんざい くだもの 白玉粉さとう あずき 脱脂粉乳 くだもの 853 1,0 7 3 
火 マーガリン 2 6. 4 3 4. 4 ， ポテトサラダ じゃがいも マカロニ ソー七ージ粉チーズ キャベッ 臼菜みかん（缶） 8 3 1 1. 0 3 5 
水 CLOニューココアマーガリン にんじん レーズン 2 5. 5 3 2. 5 

10 じゃがいも 煮 じゃがいも 油マカロニ 豚ひき ち 定） にんじん白菜 6 8 8 8 8 0 
木 さとう グリンピース 2 5亀6 3 3 1 

11 コーンコロッケ 油 コ-→ハコロ ケ くわ 菜わかめねぎ 7 6 6 9 43 
金 み そ 汁 豆腐 あげみそ a 2.2 3 9.1 
.4 きつねうどん 9どん

鶏てん肉ぷ油ら
かま こ 白菜 608 8 3 8 

月 2 5. 1 27秦8
15 い` そ 煮 じゃがいも 油さとう らくわ てんぷら 糸こぶ にんじん 6 7 4 8 5 2 
火 2 3. 5 3 0. 7 

16 ゆで卵ガ みそ汁
← 

腐油あげ卵ちくわ わかめねぎ 7 9 l 9 6 6 
水 マー リン みそ 3 1. 1 3 7. 9 

17 じゃがいものこまみそ和え じゃがいも ごま 油 き肉 ちくわ にん たまねぎ 白菜 7 6 9 9 8 1 
木 さとう グリンピース 2 5.3 3 3. 0 

18 ハンパーグステーキ じゃがい冷 油マカロニ 豚肉粉チーズ にんじんたまねぎねぎ 81 3 1, 0 0 1 

金 カレースープ ハンバーグステーキ 2 6. 3 3 7.1 

21 日本そば 和そば 油あげかまぽこ ね 8 3 6 9 5 0 
月 ショートケーキ 2 5尋4 3 0~ 8 
22 コーンシチュー じゃがいも 油 牛肉粉チーズ脱脂粉乳 にんじんたまねぎねぎ 7'6 0 9 6 0 

火 チーズパン スィートコーン マカロニ 2 1. 8 2 8. 4 

悶定でん風煮 じゃがいも 里いも
鶏厚肉あげ

ぼこ てんぷら 臼菜わかめ 6 5 0 7 9 2 
チーズ 2 6.0 3 3. 9 

菜大ゥ学4;.いも さつまいも 油さとう ウィンナーソーセージ くだもの 845 1, 0 4 1 
ィンナーソーセージくだもの ごま 2 5.8 3 2. 6 

25 ミートソース和え スパゲッティ 油 豚ひき肉 粉チーズ にんじんたまねぎ 7 2 4 8 8 8 
金 キャペッ グリンピース 24織6 3 1.3 

＼
 ヽ

0 材科の都合により I ことがあります。
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か差材珪よがは土反業堡水な土まるを でなさ又そ用取はいす被な な始
従はは力く稲な作省は作管土かせに受そあ収れ有と規り特農°害か本収め今
来出い Jレ認をりりを充か理払いんはけれり稜ま効で制あ忙作収をつ年量ら年
かまつ‘め丈ま作し分伶‘をのが品なでまをすに病強げ農物稜受たはがれの
らセ施よ
奨ん．

て夫せ業てでら最作ち‘種いはす得°す虫化ら薬のがけか病待て米

め゜
こう姦にんはみあれ適りと何の良‘°る農る害かれの栽終た‘虫らおも
しりら育°農るつまな‘さと選質ど こ薬このなて残培る処最害れり収

らそてんれて珪踪必たす幽適れい択のう とをと防さ今留でまが後のたま穫
れこ忠等るる力期要か°薬量てつは米し は使か除れ後のあであに特ですが
てで肥のとこルにか‘今散のいて申をて 不わ大をる益側り油つ穂にし°終
い農効土思と‘始あ今年布肥ま冷す最農 可ずき最と々匙ま断た首多ょ皆り
ま閑侭壌いはよめり一のか倍す稲迄大薬 能しい心思農がすのとイいうさ‘
す期大改ま皆うなま度管揃管°作も限の なて課安い薬大°出思モ年かん調
C 加き良すさりけす良理て理完りあに被 現充題全まのき最来いチで°満整
農用い資°んんれ°く作‘‘全はり作害 在分とにす使く近なまのは 足が
....ヽ・^．．．..................:............................................................................................. 9................................................................... .. 
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るじとレを方をあ姉台 しる作抵るこはま K 当 してつ次協
万万万 十 して思ンし等行り人所プ年十て姦り抗このへすでり珪ておて第で

. く連いジまとなま会の口末二頂い誰力とよ -1 0 よーカおり‘皆は
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力致°皆最てス

谷宇月
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稲
作
り
は
土
作
り
か
ら

農

だ

よ

一
日
三
日
五
日

巳因如

り

宇
和
川
北

大
谷
月
野
・
オ
ヤ
ブ

宇
和
川
南

谷
口
宇
和
川
北

大
谷
月
野
疇
ォ
ャ
プ

宇
和
川
南

: 1. 

．
 

cム

酪農戸数の推移

乳牛飼養頭数の推移

..、・・・・・・........・・・・・・・・・......................ー・・・・・・・’̀.．．．．.．．.．.．．．．．．．、.，．.．．．.．..．.．．...．．．．．....,...

酪 農部

詞査年月 年月
41.10 42. 8 4 & 8 4 4. 7 44.12 45. 6 

布＇汀村名 36. 2 

大訓市 687 697 694 700 72 0 716 677 

叉浜町 149 144 166 178 171 157 140 

内子町 291 179 178 18 5 203 195 190 

五十崎町 102 88 84 107 123 122 90 
肱・.川町 9 6. 100 79 76 82 79 74 
.''• 計

1,325 1,208 1,201 1,246 1,299 1,269 1,171 

調査年月
3 6. 2 41.10 42. 8 43. 8 44. 7 44.12 45. 6 

市町村名

大洲市 1,091 1,547 1,742 1,982 2,358 2,439 2,399 

長浜町 24'4 308 38 7 524 565 515 502 

陀子町 43~3 377 396 471 560 578 588 
五十崎町 1'5 0 230 255 355 461 46 3 314 

肱川町 144 183 160 166 204 2 31, 218 

計 2,0'6 2 2,645 2,940 3,498 4,148 4,226 4,021 

乳量の推移

年次

市町村名

大訓市 4,228:7 7 6.3 I 5,278,607.8 
長浜町 1,181,190.611,5 9 4,2 2 7.9 

内子町 957,384.311.205,501.8 

五十崎町 115,912.1 I 928,732.5 
肱川町 280,836.9j 359,257亀1

合計 7,364,100.2I 9,366,327.1 

3. 

4 2年 4 3年 4
 
4 年

5,951,702.5 

1,684,818.9 

1,3 2 8,4 2 5.2 

1,168,3 51,5 

431,233.3 

10,564,531.4 

市町村別4.5.6月受胎状況

項目

市町村名

大洲市

長浜町

内子町

五十崎町

肱川町

五十崎牧場

計

4. 

投籾本数

9 6 6 

1 1 4 

2 0 1 

2 1 7 

1 1 0 

1 7 
1,625 

調査本数

6 9 0 

7 2 

1 7 0 

1 9 6 

1 u 3 
1 7 

1,248 

飼
育
斯
間
と
な
り
注
す
の
で
、
農
薬

の
残
効
勘
間
を
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

二
ロ

~
今
般
の
共
済
推
進
に
際
し
て
は
地
区

亘
各
位
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
見

；
先
月
号
で
御
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、

：
九
月
末
日
現
在
l

二
億
二
六
六

0
万
を
挙

｀
胴
し
当
初
目
標
を
一o
o
~
以
上
う
わ

：
ま
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
0

未
整
理

~
を
含
め
ま
す
と
ま
だ
ま
だ
伸
長
す
る
予

~
定
で
あ
り
ま
す0
実
契
約
の
上
で
も
九

；
月
末
現
在
一
億
三

0
0
0万
で
、
や

A

五
幻
調
で
あ
る
心
の
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

~
こ
う
し
た
中
で
、
農
協
を
中
心
に
組
合

；
貝
の
経
済
基
盤
の
拡
充
と
地
区
住
民
の

」
生
活
保
障
に
心
強
い
成
果
を
挙
げ
た
こ

：
と
は
、
真
匹
痛
快
に
耐
え
ま
せ
ん
。
最

；
後
に
炎
暑
の
折
、
日
夜
を
分
た
ず
推
進

~
の
第
一
線
で
御
苦
労
を
頬
ら
わ
し
た
推

i

進
委
員
の
各
位
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を

」
表
し
ま
す
°
尚
有
診
査
に
つ
い
て
は
月

」
別
に
加
入
さ
れ
た
方
に
御
通
知
致
し
ま

こ
す
か
ら
早
急
に
受
診
せ
ら
れ
ま
し
て
老

]
後
の
「
し
あ
わ
せ
」
作
り
の
た
め
、
又

二
刀
一
の
災
害
の
時
の
保
障
に
一
日
忍
早

~
く
実
契
約
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
姦

二
願
い
申
し
上
げ
ま
す
°
受
診
さ
れ
た
日

：
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
掛
金
が
納
入
な
き

こ
湯
合
は
診
査
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、

：
そ
の
点
よ
る
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
被
共
済
者
が
十
五
才
未
満
の
場
合
は
親

直
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
の
で
申
し
添

[
へ
て
お
き
ま
す
。

[
よ
る
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
協
共
済
推
進
結
果
と

生
命
共
済
の
有
診
査
の

お
願
い
に
つ
い
て



叩
海
道
お
よ
び
北
陸
に
お
け
る
低
下
は
；
す
口
の
国
土
に
人
ロ
一
億
二
千
万
人
が
丁
十
二
年
疲
侭
は
こ
れ
が
二
六

0
八
ー
ニ
；
り
国
際
価
格
へ
の
さ
や
よ
せ
、
需
給
事
玉
巳
を
招
く
の
で
、
系
統
農
協
の
見
解
を

屎
、
野
菜
お
よ
ひ
果
実
の
生
産
が
著
し
；
止
む
起
高
密
度
社
会
へ
移
行
し
よ
う
と
~
七
一
八
カ
ロ
リ
ー
と
な
り
、
で
ん
粉
質
五
情
の
大
幅
な
反
映
な
ど
に
よ
っ
て
低
迷
口
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
判
断

．
＜
減
少
し
た
た
め
で
あ
り
、
関
東
、
東
・
し
て
い
る
。
こ
‘
の
た
め
土
地
や
労
働
力

[
K
品
の
割
合
は
五
一

1
四
九
％
に
低
下
：
の
基
調
は
持
続
す
る
出
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
た
め
で
あ
る
。

r
/／
/
／
/
/
/
／
口
は
米
お
よ
び
果
実
の
減
少
が
大
き
く
こ
な
ど
の
資
源
が
再
配
分
さ
れ
て
ゆ
く
の
二
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
盆
門
~
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
「
政
府

か
、
昭
和
六
＋
叫
林
省
・
農
産
物
の
需
要
と
生
産
の
長
期
~
農
業
労
働
力
は
減
少
へ
玉
導
の
心
と
に
農
協
が
協
力
す
る
」
と

直
畿
は
野
菜
姦
よ
び
果
実
の
涙
少
に
よ
は
当
然
と
忍
い
え
る

覧
/
ー
＇
，
｀
〗
国
年

9
這
溢
責r
/

：
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
農
協
が
協
力

農
林
省
は
こ
の
低
ど
四
十
五
年
の
農
:
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
；
の
土
地
利
用
の
形
を
見
る
と
農
地
は
壊
五
兄
通
し
）

]
家
の
新
規
学
卒
者
動
向
を
発
表
し
た
。
ぇ

9

畜
産
総
合
指
数
|
全
国
的
に
前
年
」
肺
も
あ
る
か
、
一
方
で
は
草
地
造
成
も
-
個
別
食
品
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
の
~
農
業
就
業
人
口
は
こ
ん
ご
年
率
四
伶
；
を
約
し
た
百
万
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
百

〗
こ
れ
は
、
こ
と
し
の
三
月
卒
業
し
た
農
乙
に
比
ぺ
て
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
。
と
•
あ
っ
て
、
現
在
の
六
百
万
ヘ
ク
ク
ー
ル
」
減
少
、
麦
の
微
増

0

畜
産
物
で
は
牛
乳
五
匡
度
で
減
少
し
、
五
十
二
年
に
は
約
六
〔
四
十
万
ト
ン
の
成
果
が
確
実
視
さ
れ
て

象
の
子
弟
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
；
‘
に
北
海
道
、
東
北
、
中
国
、
四
国
お
：
か
ら
七
百
万
ヘ
ク
ク
ー
ル
に
ふ
え
、
道
・
乳
製
品
が
約
一
員
九
倍
、
肉
類
が
二

．． 

百
万
人
く
ら
い
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
：
い
る
0

従
っ
て
系
統
農
協
の
「
見
解
」

．
か
を
四
月
末
現
在
で
調
査
し
た
も
の
で
；
ナ
ひ
九
州
の
伸
び
が
大
幅
で
あ
っ
た
。

□
節
は
約
ニ
・
五
倍
と
な
っ
て
百
万
ヘ
ク
ニ
＿
倍
、
卵
が
一
・
六
倍
と
な
り
、
青
果
：
い
る
。
一
方
、
農
家
数
の
減
少
率
は
年
~
と
し
て
は
、
①
政
府
の
責
任
で
あ
る
五

~
豚
は
、
北
陸
、
関
東
、
東
山
、
東
海
；
ク
ー
ル
、
住
宅
地
が
八
十
万
ヘ
ク
ク
ー
」
物
で
は
野
菜
が
二
割
、
呆
実
は
六
割
の
と
に
一
•
四
伶
程
展
で
、
農
業
労
働
力
が
エ
十
万
ト
ン
分
の
水
田
先
行
取
得
が
完
全

あ
る
。
”

'
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
卒
業
者
総
数
は
；
お
よ
び
近
畿
を
除
き
増
加
し
、
と
く
忙
：
ル
、
工
場
敷
地
は
三
十
万
ヘ
ク
ク
ー
ル
＂
増
加
匠
な
る
と
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
、
こ
農
家
数
の
滅
少
を
下
回
る
と
み
ら
れ
る
。
乙
に
行
な
え
て
お
れ
ば
、
本
年
度
の
米
の

昨
年
よ
り
六
万
人
、
五
％
滅
の
一
ー
六
五
州
の
伸
び
か
目
立
っ
て
い
る
。
」
匹
な
る
と
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
~
「
長
期
見
通
し
」
に
よ
れ
は
、
展
望
[
こ
れ
は
土
地
が
イ
ン
フ
レ
に
強
い
た
三
四
詣
は
厄
ぼ
均
衡
し
て
い
る
o
②
過
剰

万
人
で
、
う
ち
、
中
卒
は
六
二
万
人
、
~
鶏
卵
は
、
全
国
各
地
城
と
も
病
害
忍
[
•
I
I
I
I
I
I
9
1
1
1
9
1
1
9
1
1

，
ー
•
;
さ
れ
る
農
産
物
需
要
の
増
大
と
変
化
匠
口
め
、
農
家
の
資
産
保
有
の
傾
向
が
つ
づ
〗
米
処
理
計
画
が
い
ま
だ
に
樹
て
ら
れ
て

ぷ
知
し
て
、
農
業
生
産
は
総
じ
て
迭
た
＜
：
く
こ
と
、
ま
た
労
働
条
件
、
社
会
条
件
i

い
な
い
0

③
米
の
生
産
調
整
に
よ
り
食

・

□画
密

度

の

社

会

ヘ

一

．

9
1
1
1
9
9
9
I
I
I
I
I
'
`
 

高
卒
は
四
七
万
人
で
、
い
ず
れ
出
被
少
て
少
な
く
大
幅
匹
伸
び
た
。
と
く
忙
東
北
}
.

・
ま
た
鉄
銅
、
石
油
な
ど
の
臨
海
立
地
二
的
拡
大
の
方
向
を
強
め
る
冷
の
と
い
わ
乙
に
離
村
型
離
農
を
制
約
す
る
要
因
が
多
三
管
制
度
の
根
幹
を
維
持
す
る
と
言
明
し

を
続
け
て
い
る
。
＠
卒
業
後
の
状
況
は
；
お
よ
び
四
国
の
仲
ひ
が
大
き
い
。
~

：
た
そ
の
経
過
と
現
状
を
考
え
る
な
ら
ば

進
学
か
匹
三
茄
、
就
業
が
四
三
笏
、
i啄
-
生
乳
は
、
搾
乳
牛
飼
養
願
数
の
指
に
；
型
工
業
の
比
重
が
低
ま
り
、
機
振
や
電
丁
れ
る

0

四
十
一
年
か
ら
五
十
一
1
年
匹
か
~
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

事
そ
の
他
が
三
伶
と
な
っ
て
い
る
。
；
↑
り
各
地
域
と
心
前
年
妬
比
ぺ
て
大
輻
．
磯
な
ど
の
内
陸
立
地
型
工
業
が
成
長
す
[
り
て
の
十
l

年
間
に
畜
産
物
は
二

e二
し

た

が

つ

て

七

O
年
代
に
は
世
代
交
]
呪
時
点
で
ヽ
米
の
-
只
入
れ
制
限
と
か
ヽ

．
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
地
域
を
ふ
く
；
倍
、
野
菜
は
一
・
三
倍
、
果
衝

l
．
七
』
替
に
と
も
な
う
離
農
が
六
0
年
代
に
く
~
二
段
米
価
の
採
用
な
ど
を
唱
え
る
こ
と

＠
農
業
就
業
者
は
前
年
よ
り
二
三
％
（
；
に
伸
ひ
た
。
な
か
で
忠
北
海
道
姦
よ
び
．

、
ー
一
万
一

0
0
0人
）
滅
の
三
万
七

0
0
九
州
の
伸
ひ
が
大
き
い
0

'

む
内
陸
部
へ
工
場
か
進
出
し
、
そ
れ
に
[
市
と
な
る
と
予
想
さ
れ
ら
が
、
米
の
需
：
?
へ
て
増
加
す
る
条
件
は
あ
る
が
‘
農
:
央
必
然
性
が
な
い
O

よ
つ
て
政
府
は

そ
れ
に
よ
り
自
立
経
：
食
管
制
度
座
持
の
た
め
、
生
産
調
整
を

；
と
も
な
っ
て
新
し
い
都
市
つ
く
り
が
い
要
が
九
七
•
六
笏
匠
減
り
、
水
田
四
十
：
地
の
洗
動
化
と
、

0
人
で
、
全
卒
業
者
の
わ
す
か
l

-

l

．
二
’

伶
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
結
呆
農
業
就
業
．
聰
応
粕
四
一
乞
計
：
‘
る
；
ゼ
し
る
し
く
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
i

六
万
三
千
ヘ
ク
ク
ー
ル
(
-
八

0
万
卜
ニ
営
農
家
へ
農
地
が
急
速
に
集
ま
る
こ
と
i

行
な
う
こ
と
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る

u

率
で
は
前
年
の
八
•
-
l
l
伶
か
ら
七

•
O
~
·

い
る
。
さ
ら
に
新
し
い
交
通
手
段
の
出
口
/
)
の
転
作
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
：
を
期
待
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
：
ー
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
兼
業
農
家
が
培
加
す
る
傾
’
ま
た
生
産
調
整
の
年
次
別
長
期
計
画

こ
現
、
情
報
紬
の
整
備
、
人
口
の
都
市
集

5
初
種
農
業
の
伸
び
は
約
一
・
一
倍
に
と
．

環
境

3

変

化

笏
匠
な
っ
た
。
＠
他
産
業
へ
の
就
職
者
i

は
四
五
万
人
で
、
匹
十
年
の
五
二
万
人
．
こ
の
十
年
間
の
経
済
、
社
会
の
変
化
•
中
に
よ
り
洗
通
面
の
変
革
も
急
速
に
す
：
ど
ま
り
、
農
業
生
産
全
体
の
成
長
率
は
向
は
こ
ん
と
危
つ
づ
き
、
規
模
の
拡
大
転
挨
作
目
な
ど
に
つ
い
て
は
、
＠
道
路

を
最
高
に
年
々
低
下
し
、
前
年
よ
り
―
―
―
]
は
激
し
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
先
二
す
め
ら
れ
よ
う
。
ニ
―
•
七
伶
侭
す
ぎ
な
い
と
見
通
し
て
い
·
を
め
ざ
す
少
数
の
専
業
農
家
、
安
定
し
．
計
画
、
四
次
防
計
画
、
下
水
道
整
備
計

五
就
業
の
機
会
を
得
た
兼
業
農
家
、
そ
二
幽
な
ど
国
家
的
大
事
業
は
、
す
ぺ
て
長

万
人
（
六
物
）
減
少
し
た
。
：
の
十
年
は
さ
ら
に
裟
化
の
は
け
し
い
時
ぃ
一
方
、
労
働
力
の
増
勢
が
鈍
化
し
、
；
Q
o

、

i,'

；
の
中
関
の
農
家
の
三
つ
の
型
が
と
も
に
5

期
計
画
の
冷
と
匠
進
め
ら
れ
て
い
る
に

五
代
に
な
る
と
い
わ
れ
る
0

と
い
う
こ
と

i
若
年
労
働
力
は
減
少
す
る
が
中
裔
年
労
~
「

1
、
.
，9
.
f
:
I
I
9
9
1
9
1
,
1
1
1
9
,
.

,
．
存
在
す
る
と
い
り
、
い
ま
の
農
業
構
造
丁
忍
か
か
わ
ら
ず
、
米
の
生
産
調
整
に
関

~
會
給
お
よ
•
び
価
格
}
'

,
1
9
1
,
1
,
’
,
.
,
1
,
9
,
1
,
.
 

丘
、
わ
れ
わ
れ
忙
と
っ
て
そ
れ
だ
け
変
二
働
力
は
増
加
し
、
こ
の
た
め
第
一
次
産

~
t

化
へ
の
適
応
を
め
ぐ
っ
て
主
体
性
を
冶
．
業
か
ら
の
他
産
業
へ
の
労
働
力
移
動
は
[
六

O
年
代
の
後
半
に
起
？
た
米
の
構
こ
に
当
分
は
維
持
さ
れ
よ
う

o

:

し
て
は
場
当
た

b
で
ヽ
政
府
は
年
次
別

：記ー／
9
[土
虞
夏
｀
／
写
玉
／

；
長
期
計
画
で
対
処
す
ぺ
き
で
あ
る
。

農
林
省
統
計
胴
壷
部
は
こ
の
ほ
ど
四
；
っ
た
選
た
く
を
せ
ま
ら
れ
る
時
代
で
あ
．
さ
ら
に
進
む
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
~
造
的
な
過
剰
を
契
機
と
し
て
日
本
農
業
~

二
②
米
作
転
換
と
関
連
づ
け
て
飼
料
穀
物

十
四
年
全
国
農
業
地
城
別
農
業
生
産
指
；
Q

こ
と
を
意
味
す
る
。
・
経
済
の
発
展
と
国
民
所
待
の
上
昇
に
」
は
世
界
の
先
進
諸
国
と
共
通
す
る
過
剰
[

。。そ，
i

政

府

の

無

策

を

追

及

箪

産

の

道

を

開

く

な

ど

、

農

産

物

の

作

数
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
~
わ
が
国
の
国
民
総
生
産
は
四
十
四
年
[
よ
っ
て
、
消
費
構
造
か
画
度
化
す
る
に
丁
生
産
時
代
に
入
つ
た
と
見
ら
れ
る

：
日
別
自
給
目
標
と
農
業
生
産
の
地
城
分

お
り
で
あ
る

C

』
展
で
六
十
三
兆
円
に
達
し
、
自
由
世
界

i

つ
れ
、
国
民
の
生
活
意
識
の
面
で
患
画
ぷ
仕
に
農
畜
産
物
の
貿
易
自
由
化
は
急
速
~

3

農
業
総
合
抵
畝
ー
お
姦
む
ね
東
日
て
は
第
二
位
と
な
っ
た
0

経
済
の
固
除
[
-
化
か
ら
個
性
化
へ
の
価
値
意
識
の
変
こ
に
進
む
惰
勢
に
あ
り
、
こ
の
た
め
海
外
[
全
国
農
協
中
央
会
は
ヽ
こ
の
低
ど
農
[
担
目
標
に
立
脚
し
た
ヽ
長
期
年
次
別
の

本
の
各
地
域
で
前
年
を
下
固
り
、
な
か
；
化
は
急
速
匠
進
み
、
貿
易
、
資
本
自
由
：
化
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
、
五
康
畜
産
物
と
の
競
合
関
係
は
い
っ
そ
う
五
協
米
対
中
央
本
部
常
任
委
員
会
を
開
い
二
転
作
計
画
を
樹
立
す
べ
き
で
あ
る
。

;
u

ひ
し
く
な
り
、
日
本
農
業
に
深
刻
互
て
、
米
の
生
産
調
整
に
対
す
る
農
協
の
~
さ
ら
に
以
上
の
米
生
産
調
整
措
置
と

で
忠
北
海
道
お
よ
び
北
陸
か
大
輻
匠
低
i

化
は
当
然
、
臥
米
の
巨
大
企
業
と
の
競
[

影
響
を
あ
た
え
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
〗
基
本
的
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
盃
千
行
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
に

，

下

し

た

。

ま

た

前

年

を

上

回

っ

た

地

城

｀

激

化

を

う

な

か

す

。

こ

れ

と

労

働

力

[

こ

れ

か

ら

の

農

業

●

そ

も

、

そ

の

伸

び

は

わ

す

か

で

あ

っ

た

。

テ

小

足

に

対

処

し

て

生

産

性

の

向

上

を

は

ぃ

．

る

0

生
産
す
れ
ば
売
れ
る
時
代
は
終
っ
．
は
本
年
産
米
の
豊
作
予
想
と
過
剰
米
の
；
よ
る
水
田
の
先
行
取
得
お
よ
び
そ
の
計

．
増
加
を
理
由
と
し
て
、
米
の
生
産
調
整
二
画
的
利
用
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に
進

②
勅
種
総
合
指
数
1
全
固
的
に
前
年
乙
か
る
た
め
、
産
業
の
高
度
化
が
い
っ
そ
[
昭
和
匹
十
[
年
腹
匠
は
固
民
l

人
l

こ
勺

vc比
べ
て
下
回
っ
た
0

と
く
に
北
海
道
・
う
進
め
ら
れ
、
第
一
次
産
業
の
比
重
は
・
日
あ
た
り
の
摂
取
熱
量
は
二
四
囮

0
ヵ
[
農
産
物
価
桧
は
ヽ
と
こ
二
、
三
年
来
の
成
果
を
過
少
匠
評
価
し
‘
食
管
制
度
：
Q
る
ぺ
き
で
ぁ
る
l
と
し
て
い
る
o

北
陸
、
関
東
、
東
山
お
よ
ひ
近
畿
の
各
さ
ら
匠
低
下
す
る
忍
の
と
み
ら
れ
る
。
・
ロ
リ
ー
で
、
そ
の
う
ち
、
で
ん
粉
質
食
．
価
格
水
準
の
上
昇
か
匠
ぶ
っ
て
い
る
か
．
改
正
の
“
観
測
気
球
”
が
し
き
り
に
打
~

地

城

の

薇

少

か

著

し

い

。

こ

う

し

て

わ

が

固

は

二

十

七

万

乎

方

三

品

の

割

合

は

六

一

佛

で

あ

r

た
か
、
五
こ
ん
と
忠
貿
易
自
由
化
、
物
価
政
策
か
．
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
た
ず
ら
忙
混

農

政

の

う

ご

き

"’ 


